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ホタテガイ種苗生産指導
北海道石狩振興局

石狩地区水産技術普及指導所（本前 伸一）

【背景・目的・目標（指標）】

石狩湾漁業協同組合では、厚田支所及び浜益支所において、ほたてがい養殖漁業が行わ

れており、食用活貝の生産のほか、オホーツク海沿岸への地蒔き放流用種苗や道外養殖向

け半成貝の育成など、種苗供給地としての役割も担っている。当地域の種苗生産は、海中

で自然発生する浮遊幼生を人工基質に付着させる天然採苗を基本としており、採苗器の投

入時期は、生産量のみならず、その後の作業にも大きな影響を及ぼす重要な要素である。

このため、水産指導所では各種調査結果や過去の実績を整理し、漁業者と共有するともに

採苗器投入時期の判断及び付着結果の検証を行うことにより、ホタテガイ種苗生産の安定

化を目標として活動した。

【普及の内容・特徴】

本活動では種苗生産指導の一連の流れとして、熟度調査、幼生調査、採苗器投入判断及

び付着調査を実施した。熟度調査は、３月上旬から養殖２年貝（雌雄各 20 枚）を用い生
殖巣指数とその推移を分析し（図１、２）、放卵・放精時期を把握した。幼生調査では、

４月上旬から週１回程度、沖合採苗施設においてプランクトンネットによる深度 20m か
らの鉛直曳きを行い、その試料中に浮遊する幼生の殻長及び出現数を計測した。これらの

調査結果を踏まえて、付着期にある殻長 260µm の幼生出現を指標として、漁業者と協議
の上で採苗器の投入時期を決定した。さらに、前年に採苗不振の経験から、例年６月に実

施する付着調査に加え、海中投入後に数回、一部採苗器を引き揚げて、早期に付着状況を

確認した。本活動により、漁業者がサンプル準備やネット曳きなど調査に参画し、水産指

導所が生物測定、データ整理及び判断支援を行うことで、採苗判断の体制構築と、採苗安

定化を目指したとともに採苗器投入後に漁業者が抱く不安軽減にも努めた。

【成果・活用】

熟度調査及び幼生調査を継続的に実施し、生殖巣指数の推移や幼生の成長段階を把握し

た結果、例年より約２週間早い４月下旬に殻長 260µm の幼生出現を確認できた（表１）。
これを踏まえ、採苗器は漁業者と協議の上、調査結果に基づいた合理的な判断で投入を

行えた。稚貝の付着数は、投入２週間後で１袋当たり平均 1,500 粒、４週間後で 3,200 粒
と増加し、６月調査では 5,200 粒に達して、過去の実績との比較から近年で最も多い結果
が得られた。調査後は毎回、漁家を巡回して速やかに結果報告したことが（図３）、漁業

者が抱く不安軽減及び以降の仮分散作業等の管理判断に資する情報提供にもつながった。

【達成度自己評価】

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～ 100％）
【その他】

今後は、本活動で得られた調査データ及び判断手法を継続的に蓄積・分析し、海洋環境

の年次変動への対応力を高めるとともに、調査結果に基づく判断手法の効率化及び標準化

を進める必要がある。これらを着実に進めるためには、漁業者のみでは対応が困難なデー

タ整理・分析及び判断支援を担う水産指導所による継続的な関与が不可欠であり、引き続

き普及活動を通じた支援を行う。

普及項目 養殖

漁業種類等 ほたてがい養殖漁業

対象魚類 ホタテガイ

対象海域 石狩湾海域
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表１ 浮遊幼生殻長別出現量

図１ 熟度調査（４月 18 日調査時）

図２ 年度別生殖巣指数推移

図３－１ 付着調査（厚田支所：選別器網目合別稚貝付着状況）
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図３－２ 付着調査（厚田支所：選別器網目合別稚貝付着状況）


